
平成21年3月期 第3四半期決算短信（非連結） 

平成21年2月2日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 ラサ商事株式会社 上場取引所 東 

コード番号 3023 URL http://www.rasaco.co.jp/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 井村 周一

問合せ先責任者 （役職名） 執行役員経営企画室長 （氏名） 大岡 隆 TEL 03-3668-8231（代表）

四半期報告書提出予定日 平成21年2月13日

1.  平成21年3月期第3四半期の業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 25,472 ― 942 ― 917 ― 452 ―

20年3月期第3四半期 29,658 9.5 663 △2.0 683 △0.8 386 △4.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 36.60 33.12
20年3月期第3四半期 31.26 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 14,304 7,164 50.1 578.94
20年3月期 14,236 6,941 48.8 560.95

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  7,164百万円 20年3月期  6,941百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 5.00 ― 8.00 13.00
21年3月期 ― 7.50 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 7.50 15.00

3.  平成21年3月期の業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,500 △23.5 1,500 6.5 1,500 6.2 780 1.9 63.03

4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  12,400,000株 20年3月期  12,400,000株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  25,476株 20年3月期  25,476株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 21年3月期第3四半期  12,374,524株 20年3月期第3四半期  12,374,524株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）
を適用しております。また「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 
2.本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおり
ます。実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
3.平成21年2月2日付で、平成21年3月期通期の業績予想につきまして「業績予想の修正に関するお知らせ」を公表しております。  
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．経営成績に関する定性的情報 

当第3四半期累計期間の我が国経済は、米国の金融危機に端を発する世界規模の信用収縮を背
景に、世界経済は大きな影響を受け、景気減速が著しい状況となりました。国内においても、世
界経済の急激な悪化や株価低迷、円高等により、企業収益は大幅な減少予想から、雇用の悪化を
招き、個人消費はさらに低迷する深刻な状況となりました。 
このような経済環境のもとで当社は、営業活動の積極的な展開と経営効率の向上に努めました

結果、売上高は、254億72百万円となり、前年同期に比べ41億85百万円（△14.1%）の減収となり
ました。 
食糧・資源関連では、製鋼原料の販売価格がLMEニッケル相場に連動し、価格が下降傾向にあ

ることや世界的需要の減少から、関連部門の売上高は、166億98百万円となり、前年同期に比べ
52億93百万円（△24.1%）の減収となりました。 

産機・建機関連では、民間向け各種ポンプ関連、官庁向け工事、シールド掘進機の販売が手堅
く推移したことから、関連部門の売上高は、72億87百万円となり、前年同期に比べ8億20百万円
（12.7%）の増収となりました。 
環境設備関連では、環境関連ポンプ部品の増加等により、関連部門の売上高は、14億82百万円

となり、前年同期に比べ2億89百万円（24.3%）の増収となりました。 
損益面では、売上総利益が32億77百万円となり、前年同期に比べ3億94百万円（13.7%）の増益、

営業利益では、9億42百万円となり、前年同期に比べ2億78百万円（42.0%）の増益、経常利益で
は、9億17百万円となり、前年同期に比べ2億33百万円（34.1%）の増益となりました。 
注 ｢前年同期比および増減率｣は、参考として記載しております。 

 

２．財政状態に関する定性的情報 

当第3四半期末の総資産は、143億4百万円となり、前事業年度に比べ68百万円増加しました。 
資産では、現金及び預金で3億53百万円、前渡金で2億42百万円、投資有価証券で1億65百万円

の減少等がありましたが、受取手形で7億16百万円、半成工事で2億56百万円の増加等がありまし
た。 
負債では、買掛金で10億8百万円、社債を含む借入金で7億69百万円（純額）の減少等がありま

したが、転換社債型新株予約権付社債15億円の発行の増加等がありました。 
純資産では、その他有価証券評価差額金で41百万円の減少がありましたが、利益剰余金合計で

2億61百万円の増加がありました。 

【キャッシュ・フローの状況】 
当第3四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は17億99百万円となり、

前事業年度に比べ3億53百万円減少しました。要因としては、営業活動によるキャッシュ・フロ
ーで6億60百万円の減少、投資活動によるキャッシュ・フローで2億17百万円の減少、財務活動に
よるキャッシュ・フローで5億38百万円の増加によるものです。 
 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 
営業活動により発生した資金の減少は6億60百万円となりました。要因としては、税引前四

半期純利益7億98百万円の増加等がありましたが、売上債権で5億4百万円、仕入債務で3億64百
万円、法人税等の支払で6億46百万円の資金の減少等によるものです。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 
投資活動により発生した資金の減少は2億17百万円となりました。要因としては、ソフトウ

エアの取得による支出52百万円、役員保険加入による支払1億41百万円の減少等によるもので
す。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 
財務活動により発生した資金の増加は5億38百万円となりました。要因としては、社債を含

む借入金の返済7億69百万円（純額）、配当金の支払1億91百万円の減少がありましたが、転換
社債型新株予約権付社債の発行による収入15億円の増加によるものです。 

 

３．業績予想に関する定性的情報 

今後の見通しにつきましては、平成21年2月2日付「業績予想の修正に関するお知らせ」を公表
いたしております。しかしながら、当社が食糧・資源関連において取扱う製鋼原料のフェロニッ
ケルは、LMEニッケル相場の影響を受けるため、国際的市況の変動により業績に影響を及ぼす場
合があります。 

－2－



ラサ商事株式会社（3023）平成21年３月期 第３四半期決算短信（非連結） 

４．その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 
当第3四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変動がない

と認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 
②棚卸資産の評価方法 

当第3四半期会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前事業年度末
の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味
売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 
定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費を期間按分して算定する

方法によっております。 
④繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時
差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の
業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

⑤税金費用の計算 
当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積り実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 
 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 
①「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年3月14日 企業会計基準
第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成19年
3月14日 企業会計基準適用指針第14号)を当第1四半期より適用しております。また、「四半
期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

②「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年7月5日 企業会計基準
第9号)を当第1四半期より適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下に
よる簿価切下げの方法）に変更しております。 

この結果、従来の方法によった場合に比べ、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に
与える影響は軽微であります。 
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５.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,799 2,153

受取手形 2,538 1,822

売掛金 4,874 5,016

商品 2,068 2,103

半成工事 393 137

その他 281 643

貸倒引当金 △3 △2

流動資産合計 11,954 11,874

固定資産   

有形固定資産   

貸与資産（純額） 100 135

土地 575 575

その他（純額） 282 300

有形固定資産合計 958 1,010

無形固定資産   

のれん 41 53

その他 63 14

無形固定資産合計 105 68

投資その他の資産   

投資有価証券 406 572

その他 909 723

貸倒引当金 △29 △12

投資その他の資産合計 1,287 1,282

固定資産合計 2,350 2,361

資産合計 14,304 14,236
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（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形 2,491 2,090

買掛金 1,268 2,276

短期借入金 287 521

賞与引当金 106 202

その他 600 828

流動負債合計 4,754 5,919

固定負債   

社債 30 260

転換社債型新株予約権付社債 1,500 －

長期借入金 190 406

退職給付引当金 608 630

その他 57 78

固定負債合計 2,386 1,375

負債合計 7,140 7,295

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,854 1,854

資本剰余金 1,612 1,612

利益剰余金 3,749 3,488

自己株式 △8 △8

株主資本合計 7,207 6,945

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △31 9

繰延ヘッジ損益 △11 △14

評価・換算差額等合計 △42 △4

純資産合計 7,164 6,941

負債純資産合計 14,304 14,236
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(2)【四半期損益計算書】 
     【第３四半期累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 25,472

売上原価 22,194

売上総利益 3,277

販売費及び一般管理費 2,335

営業利益 942

営業外収益  

受取利息 3

受取配当金 16

受取家賃 19

その他 4

営業外収益合計 43

営業外費用  

支払利息 9

社債利息 3

為替差損 38

社債発行費 14

その他 1

営業外費用合計 68

経常利益 917

特別利益  

固定資産売却益 0

特別利益合計 0

特別損失  

商品評価損 11

商品廃棄損 2

投資有価証券評価損 99

固定資産処分損 4

その他 0

特別損失合計 118

税引前四半期純利益 798

法人税、住民税及び事業税 345

四半期純利益 452
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     【第３四半期会計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 6,518

売上原価 5,246

売上総利益 1,272

販売費及び一般管理費 785

営業利益 486

営業外収益  

受取利息 1

受取配当金 2

受取家賃 6

その他 1

営業外収益合計 12

営業外費用  

支払利息 2

社債利息 0

為替差損 35

その他 0

営業外費用合計 39

経常利益 458

特別利益  

固定資産売却益 0

特別利益合計 0

特別損失  

商品評価損 3

投資有価証券評価損 51

固定資産処分損 3

特別損失合計 59

税引前四半期純利益 399

法人税、住民税及び事業税 167

四半期純利益 231
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 798

減価償却費 58

のれん償却額 11

貸倒引当金の増減額（△は減少） 17

退職給付引当金の増減額（△は減少） △22

賞与引当金の増減額（△は減少） △95

受取利息及び受取配当金 △19

支払利息 9

社債利息 3

商品評価損 11

商品廃棄損 2

有形固定資産除売却損益（△は益） 0

投資有価証券評価損益（△は益） 99

売上債権の増減額（△は増加） △504

たな卸資産の増減額（△は増加） △235

仕入債務の増減額（△は減少） △364

その他 207

小計 △20

利息及び配当金の受取額 18

利息の支払額 △12

法人税等の支払額 △646

営業活動によるキャッシュ・フロー △660

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △6

有形固定資産の売却による収入 3

無形固定資産の取得による支出 △52

投資有価証券の取得による支出 △4

貸付金の回収による収入 4

その他 △162

投資活動によるキャッシュ・フロー △217

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 1,100

短期借入金の返済による支出 △1,300

長期借入金の返済による支出 △249

新株予約権付社債の発行による収入 1,500

社債の償還による支出 △320

配当金の支払額 △191

財務活動によるキャッシュ・フロー 538

現金及び現金同等物に係る換算差額 △14

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △353

現金及び現金同等物の期首残高 2,153

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,799
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当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第１２号）及び「四半期財務諸

表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第１４号）を適用しております。また、「四

半期財務諸表規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

 

(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はございません。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はございません。 
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(6) 受注、販売および仕入の状況 

①受注状況 

当第３四半期累計期間における受注状況を事業部門別に示しますと、次のとおりです。 

事業部門別 受注高(百万円) 前年同期比(%) 受注残高(百万円) 前年同期比(%) 

食糧・資源関連 17,108 △22.9 868 128.8

産機・建機関連 7,891 △1.5 2,535 △24.7

環境設備関連 1,102 △42.4 1,908 △19.3

その他 4 △38.8 ― ―

合計 26,106 △18.7 5,312 △13.1

(注)上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

②販売実績 

当第３四半期累計期間における販売実績を事業部門別に示しますと、次のとおりです。 

(参考) 
平成20年3月期 

事業部門別 金額(百万円) 前年同期比(%) 

食糧・資源関連 16,698 △24.1 29,040

産機・建機関連 7,287 12.7 10,201

環境設備関連 1,482 24.3 1,925

その他 4 △38.8 9

合計 25,472 △14.1 41,176

(注)1.主な相手先の販売実績に対する割合は、次のとおりです。 

前第3四半期 当第3四半期 (参考) 

(平成20年3月期第3四半期) (平成21年3月期第3四半期) 平成20年3月期 相手先 

金額(百万円) 割合(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 増減率(％)

三菱商事株式会社 16,573 55.9 10,932 42.9 21,670 52.6

2.上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

③仕入実績 

当第３四半期累計期間における仕入実績を事業部門別に示しますと、次のとおりです。 

(参考) 
平成20年3月期 

事業部門別 金額(百万円) 前年同期比(%) 

食糧・資源関連 15,979 △27.1 28,783

産機・建機関連 5,228 6.0 7,252

環境設備関連 1,208 106.7 954

合計 22,416 △18.3 36,991

(注)上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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「参考資料」 

 

(要約) 前四半期損益計算書 

 前第３四半期会計期間

(自 平成19年４月１日 

 至 平成19年12月31日)

 

 

科      目 

金額(百万円) 

Ⅰ 売上高 29,658

Ⅱ 売上原価 26,774

   売上総利益 2,883

Ⅲ 販売費及び一般管理費 2,219

   営業利益 663

Ⅳ 営業外収益 49

Ⅴ 営業外費用 28

   経常利益 683

Ⅵ 特別利益 26

Ⅶ 特別損失 44

税引前四半期（当期）純利益 665

法人税、住民税及び事業税 278

法人税等調整額 ―

四半期（当期）純利益 386
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(要約) 前四半期キャッシュ・フロー計算書 

 前第３四半期会計期間

(自 平成19年４月１日 

至 平成19年12月31日)

 

 

区      分 

金額(百万円) 

Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー 

  税引前四半期（当期）純利益 665

  減価償却費 79

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △9

  賞与引当金の増減額（△は減少） △100

  退職給与引当金の増減額（△は減少） △38

  受取利息及び受取配当金 △21

  支払利息 11

  社債利息 9

  売上債権の増減額（△は増加） 315

  たな卸資産の増減額（△は増加） △672

  仕入債務の増減額（△は減少） △1,210

  その他 18

 小計 △954

  利息及び配当金の受取額 21

  利息の支払額 △19

  法人税等の支払額 △553

 営業活動によるキャッシュ・フロー △1,505

Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー 

  有形固定資産の取得による支出 △29

  有形固定資産の売却による収入 1

  投資有価証券の取得による支出 △4

  投資有価証券の売却による収入 217

  貸付金の回収による収入 5

  その他 0

 投資活動によるキャッシュ・フロー 189
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 前第３四半期会計期間

(自 平成19年４月１日 

至 平成19年12月31日)

 

 

区      分 

金額(百万円) 

Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー 

  短期借入れによる収入 2,600

  短期借入金の返済による支出 △1,700

  長期借入れによる収入 800

  長期借入金の返済による支出 △246

  社債の償還による支出 △900

  配当金の支払額 △160

 財務活動によるキャッシュ・フロー 392

 現金及び現金同等物に係る換算差額 △0

Ⅳ現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △923

Ⅴ現金及び現金同等物の期首残高 2,306

Ⅵ現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 1,382
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